
◎新学期用品持ち帰り ５日（木）  

◎お別れ遠足 ６日（金）２、３、４、５歳児  

２、３、４、５歳児は姫路市立水族館にお別れ遠足に行きます。

０、１歳児は遠足ごっこを楽しみます。 

◎ルクミー写真販売 ～１３日（金）まで 

再販売はありませんので購入し忘れがないようにしてくださ

い。 

◎保育用品持ち帰り １２日（木） 

３～５歳児は保育用品が入る紙袋に名前を記入して５日（木）

までに持参してください。 

持ち帰った用品は、名前が消えていないか確認してください。

新年度に入ってから持ってきていただきますので、それまで

は、自宅で保管しておいてください。 

粘土ケースは洗ってご準備ください。残っているのりと粘土は

ご家庭でお使いください。 

◎作品袋持ち帰り １６日（月）  

◎修了証書授与式 １９日（木） ５歳児 

修了証書授与式には０～４歳児は平常通りの保育をします。 

※式についての詳細は、後日お知らせいたします。 

◎３学期修業式 2４日（火）３、４歳児１号認定児 

３歳児、４歳児１号認定児は２３日（月）で給食終了となりま

す。1号認定児降園時間は１１：００となります。 

◎今月は防災訓練の一環として給食で防災食（備蓄食品）を食べ

ますので、ご飯のいらない日が３回あります。 

◎令和８年度の運動会は５月を予定しています。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 予定事項 

２ 月 こ小合同避難訓練 

３ 火 
モリスプログラミング（５歳児） 

身長体重測定（０，１，３歳児） 

４ 水 
ひなまつり会 

身長体重測定（２，４，５歳児） 

５ 木  

６ 金 お別れ遠足（２～５歳児） 

７ 土  

９ 月 保健衛生の日 

10 火  

11 水 人形劇鑑賞 

12 木 おはなし会 諸経費集金日 

13 金 誕生会 

14 土  

16 月  

17 火  

18 水  

19 木 修了証書授与式（５歳児） 

20 金 春分の日 

21 土  

23 月  

24 火 修業式 

25 水  

26 木  

27 金  

28 土  

30 月  

31 火  

□は主食のいらない日です。 

行 事 予 定  
行 事 の お 知 ら せ と お 願 い

 

令和８年２月２６日 

高砂市立高砂こども園 

☆３月のすこやかアップカレンダー☆ 

 

◇すすんであい 

◇すすんであいさつをしよう。 

◇じぶんでできることはじぶんでしよう。 

☆３月のやくそく☆ 

 

寒さの中にも、少しずつ春の暖かい日差しが感じられるよう

になってきました。 

今年度も残りわずかになりましたが、この１年を振り返ると、

一人一人自分のペースで大きく、たくましく成長した姿に嬉し

さを感じています。「おおきいクラスになるのがたのしみ」「は

やくしょうがっこういきたいな」と頼もしい声が聞こえ、子ど

もたちは進級や就学を心待ちにしているようです。 

来年度に向けて、ワクワクしたり、不安になったりする気持

ちに寄り添いながら、残りの日々も一日一日大切に楽しくすご

したいと思います。 

保護者の皆様には、この一年間あたたかいご支援とご協力を

いただき、心から感謝申し上げます。 

 

 ３月のテーマは… 

「じぶんのことは じぶんでするよ」です。 

衣服の着替えは、忙しさのあまり手や口をだしてしまいが 

ちですが、時間がかかっても自分でするようにしましょう。 

また、就寝前などに明日の着る服や持ち物を用意する習慣 

も身に付くようにしましょう。 

 
  

 

（０．１、２歳児） 

○自分でできた喜びを感じながら、進んで身の回りのことを 

できるようにする。 

〇園庭で保育者や友達と一緒に遊びながら、春の自然に気づい 

たり、触れたりする。 

（３、４、５歳児） 

〇進級や就学に期待をもつとともに、園生活に見通しをもって 

生活をする。 

〇友達と関わりをもちながら、互いに気持ちを伝え合う。 

〇身近な自然の変化に気づき、春の訪れに興味関心をもつ。 

 

 

         

 

 

今月の保育 

すくすくひょうごっこ 

～困った時の関わり方～ 
Ｐ３６、３７に掲載されていますので是非ご覧ください。 

禁止や命令をされると反抗したくなるものです。「走ったら 
だめ」は「歩いて行こう」、「静かにしなさい」は「何を話している
の？顔を見て聞いてほしいな」など言い換えましょう。何度言って
も伝わらないのは、なぜそうしたほうがいいのか知らないからかも
しれません。子どもの理解力に合わせて、わかりやすく伝えてみま
しょう。 


